
環境配慮の方針 
 

平成１８年２月２７日 

自 然科学研究機構 

 

自然科学研究機構は，宇宙，物質，エネルギー，生命など広範な自然科学分野の研究

を担う大学共同利用機関が連携し，協力することによって，自然の理解を一層深め，社

会の発展に寄与していくことを目指しています。 

自然科学の多岐にわたる分野の研究を通し，常に地球や宇宙の様々な自然活動に接し

ているものとして，環境保全への寄与についても使命感をもっております。 

環境保全に寄与する研究のひとつとして，地球温暖化の原因となる二酸化炭素が発生

しないクリーンなエネルギー源を開発する研究があります。実現すれば，地上に太陽が

あるのと同じ恩恵を得られる新しい未来型エネルギーになります。 

また，生物の生きる仕組みを分子レベルで解き明かす研究においては，自然界の生き

物に学び，生き物についての知識を活用することを通じ，地球上の様々な生物種と共存

していくことに繋げていきます。 

そして，分子科学分野の研究は，エネルギーの有効利用，物質循環の原理に立つ新し

い科学技術の開発にも貢献できる基礎研究です。 

こうした立場のもと，以下の事項に関し積極的に取り組むこととします。 

 

 

１．本機構としての諸活動を対象に環境マネジメントシステムを設定し，それを実行

し，さらに定期的に実行状況を点検し，システムを見直し，継続的に改善していき

ます。 

 

２．本機構における全ての活動から発生する環境への負荷の低減に努めます。 

 

３．環境関連法規，条例，協定を遵守します。 

 

４．物品やサービスの購入に当たっては，国等による環境物品の調達の推進等に関す

る法律の趣旨に基づき，環境負荷の少ない製品等を積極的に選択し，グリーン調達

を最大限進めます。 

 

５．この環境方針はもとより，環境マネジメントシステム及び環境パフォーマンスに

関する情報は分かりやすく取りまとめ，広く社会に公開します。 

 

６．循環型社会の形成に自ら努めるとともに，国又は地方公共団体が実施する循環型

社会の形成に関する施策に協力します。 

 

 




